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一 般 質 問 通 告 書 一 覧 表 

 

令和７年第２回 南九州市議会定例会 

質 問 者 質 問 事 項 及 び 質 問 の 要 旨 答 弁 者 

１ 村方 直己 １ 市内学校での通学方法の現状と今後の見通しについて 

（１）横断歩道と信号のない県道の横断や歩道がない通学経路を現在歩いて通学している児童について，通学経路を

走行しているスクールバス利用を選択できるよう検討できないか。 

（２）令和８年から自転車運転の交通違反に対し反則金制度が導入される計画がある。そこで児童・生徒に対して警

察と連携し，講習等に取組む必要があると思うが見解を問う。 

２ 副業・兼業等，市職員の働き方について 

（１）副業・兼業について市職員の現状と関心について見解を問う。 

（２）市職員の働き方の幅を広げるため，在宅だけではなくコワーキングスペース施設を活用したモバイルワーク等

を検討する考えはないか。 

（３）働き手不足解消と地域貢献の観点から，「（仮）地域貢献応援制度」と称し，地域の課題解決のために市職員の

副業・兼業を可能とする市独自の制度の構築を検討する考えはないか。 

３ 寝たきり高齢者等の保健衛生の向上及び福祉の増進について 

（１）寝たきりの高齢者等の家庭に理容業者または美容業者を派遣し，理髪サービスまたは美容サービスを実施する

考えはないか。 
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市 長 

 

２ 取違 博文 １ 新庁舎を中心としたまちづくりの現状と課題について 

（１）新庁舎への交通手段について問う。 

（２）Ｂ＆Ｇプールの現状と今後の計画について問う。 

２ 農業振興について 

（１）「南の食糧供給基地」として法人経営体から小規模農家までの農業支援策は充分であるか問う。 

 

市長・教育長 
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質 問 者 質 問 事 項 及 び 質 問 の 要 旨 答 弁 者 

３ しい 千恵 １ 市における在留外国人の現状と課題について  

（１）「技能実習制度」が「育成就労制度」に変わることにより，どのような課題が発生するか見解を問う。 

（２）在留外国人の国民健康保険加入への周知及び保険税滞納者への納付の勧奨や相談の取組実態を問う。 

（３）国が進めている外国人支援コーディネーター制度について市の見解を問う。 

２ 「南の食糧供給基地」を掲げる本市の第一次産業の振興と後継者について  

（１）林業及び漁業従事者の実態を示せ。 

（２）農業従事者の担い手確保のために，市はどのようなサポートをしているか。 

 

市 長 

 

 

 

市長・教育長 

 

４ 吉永 賢三 1 有害鳥獣対策について 

（１）最近，住宅街にもイノシシやサルなどの出没が増加傾向にあり，農地の被害だけではなくなってきている。

これまでの対策と今後の取り組みを問う。 

２ エコ対策の取り組みについて 

（１）令和４年３月定例会において，ゼロカーボンシティ宣言を行い，南九州市再生可能エネルギー導入ロード

マップに基づいて，脱炭素化に取り組んでいるが，市民も一緒に取り組んでいく必要があると考える。ＥＶ

車やハイブリッド車，エコ電化製品等の購入補助に取り組む考えはないか。 

３ 子育て世帯への支援について 

（１）給食費全額補助や小学校入学祝金などに取り組んでいるが，人口減少対策になかなか歯止めが効かない状

況と考える。そこで，補助教材費や修学旅行費についても無償化に取り組む考えはないか。 
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質 問 者 質 問 事 項 及 び 質 問 の 要 旨 答 弁 者 

５ 内園 知恵子 １ 訪問介護について 

（１）2024 年４月より訪問介護の基本報酬が引き下げられ，倒産，閉鎖に追い込まれる介護事業所が増えている。

このままでは地域の中で高齢者が安心して暮らしていけるのか危惧されるが，本市の現状を問う。 

２ 米不足について 

（１）米不足による米の価格が昨年の２倍を超えて高騰しており，市民生活を直撃している。米農家は減少して

いる中，本市としては，米不足に対してどのような見解を持っているか。また，米農家に対する支援策を問

う。 

３ 高額療養費制度について 

（１）国は高額医療費制度について，今年８月の負担上限額の引き上げを見送ったが，秋までに改めて方針を検

討し決定するとしている。負担上限額が引き上げられた場合，自己負担額が多くなり，治療断念になる恐れ

があると考えるが，市の見解と対策を問う。 

 

市 長 

 

 

市 長 
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６ 西山 英一 １ 学校の施設及び環境整備について 

（１）老朽化により使用出来ない遊具や体育施設等に危険な箇所が見られるが，今後の補修及び更新計画を示せ。 

（２）学校の愛校作業での危険箇所を把握しているか。また，今後そのような箇所を業務委託等で解消する計画

がないか問う。 

２ 不登校児童生徒への対応について 

（１）不登校の現状及び不登校の規定に満たない児童生徒の人数を示せ。 

（２）スクールカウンセラーへの相談状況及び課題を示せ。 

３ 児童生徒の泳力について 

（１）近年，児童生徒の泳力が不足していると考えるが，水泳の授業に専門の指導員を設置する考えはないか。 
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質 問 者 質 問 事 項 及 び 質 問 の 要 旨 答 弁 者 

７ 上赤 秀人 １ 持続可能な農業経営について 

（１）農業の担い手の育成・確保における課題と対策を問う。 

（２）農業経営の安定化のための考え方と具体的な取組を問う。 

２ 老朽化した空き家対策について 

（１）南九州市空家等適正管理支援事業の実施状況と課題を問う。 

（２）危険空き家の飛散防止対策等に対する支援を行う考えはないか。 

 

市 長 

 

 

市 長 

 

 

８ 日置 友幸 １ 南九州市消防操法大会について 

（１）市は消防団各分団に対して操法大会に関するアンケートを取っている。アンケート結果を踏まえて，今後

の方針を今年度中に示す考えはないか。 

２ 河川愛護作業について 

（１）少子高齢化が進み，地域住民による自助共助での河川愛護作業が困難になりつつある。市による維持活動

の充実に加えて，県に要望及び支援を求めていく考えはないか。 

３ パートナーシップ・ファミリーシップ制度について 

（１）互いが互いを人生のパートナーまたは家族として尊重し，協力し合う関係であることを表明した方々が市

に届出をし，市がその届出を受理したことを公に証明する「パートナーシップ・ファミリーシップ制度」を

導入する考えはないか。 
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質 問 者 質 問 事 項 及 び 質 問 の 要 旨 答 弁 者 

９ 菊永 忠行 １ 災害時のごみ処理について 

（１）災害ごみの処理で，コンクリート・瓦については，南九州市石垣ごみ処分場へ搬入が可能だが，木片につ

いては，なんさつＥＣＯの杜に搬入しなければならず，２トン車１台で 5,000 円程度の処分料が発生してい

るが，減免等により支援する考えはないか。 

２ 空き家の解体処分ついて 

（１）空き家の解体について，個人で解体した場合には，なんさつＥＣＯの杜へ搬入ができないと聞くが，その

理由を示せ。 

３ 畑かんの水利用について 

（１）茶畑の水利用料は普通畑と比較して高額であるが，後継者がおらず茶畑を普通畑とした場合の水利用の料

金が据え置きとなっている理由を示せ。 

 

市 長 

 

 

 

市 長 
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10 角 貞己 １ 水道事業について 

（１）水道インフラの老朽化の現状と課題について問う。 

（２）持続可能な水道事業運営に向けた水道ビジョンの取組みについて問う。 

２ 小学校の遊具について 

（１）小学校に未補修の遊具があるとの声を聞くが，点検結果と対応について問う。 

 

市 長 

 

 

教育長 
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質 問 者 質 問 事 項 及 び 質 問 の 要 旨 答 弁 者 

11 大倉野 忠浩 １ 農地の貸し借りについて 

（１）農業経営基盤強化促進法の改正により利用権設定がなくなり，申請が大変煩雑になったと思うが，所有者・

利用者双方にとって使いやすい制度となるよう対策を講じる必要があると考えるが見解を問う。 

（２）貸し手のほとんどは，親の死亡により農地を譲り受け耕作もままならない状況の中で貸し借りを検討して

いる現状だと思う。 

他自治体ではわかりやすいチラシ等を作成して周知に努めているが，本市では新しい制度の周知にどのよ

うに取り組んでいるか。 

 

市 長・ 

農業委員会会長 

 

 


